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令和７年第１回定例会(３月11日〜21日) 議案・審議・議決結果



議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

　　　　　　　　　　
各
事
業
に
お
け
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て阿

三
カ
シ
ナ
ト
ウ
団
地
の

令
和
７
年
度
以
降
の
建
設

計
画
に
つ
い
て
問
う
。

（
建
設
課
長
）

阿
三
カ
シ
ナ
ト
ウ
団
地
解

体
工
事
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
内
に
発
注
し
、
契
約

繰
越
し
と
す
る
予
定
。
ま
た
、

４
月
か
ら
の
着
工
は
可
能
だ
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
に
お
い

て
は
、
鹿
浦
小
学
校
建
設
工
事

を
優
先
し
て
い
く
と
い
う
方
針

で
進
め
て
い
く
が
、
建
築
工
事

前
に
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
工
事
や
Ｌ

字
型
擁
壁
工
事
な
ど
、
敷
地
整

備
工
事
が
必
要
に
な
る
の
で
、

補
正
予
算
で
の
対
応
を
考
え
て

い
る
。

　

今
後
の
計
画
で
は
、
令
和
８

年
度
に
お
い
て
、
木
造
平
屋
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸

を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
９
年

度
も
同
様
に
、
木
造
平
屋
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
２
戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸
を

予
定
し
て
い
る
。

鹿
浦
小
学
校
新
校
舎
建
設

に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度

予
算
に
お
い
て
計
上
さ
れ
て
い
る

校
舎
解
体
工
事
及
び
仮
校
舎
建
設

関
連
予
算
に
つ
い
て
問
う
。

（
建
設
課
長
）

鹿
浦
小
学
校
建
て
替
え
基

本
計
画
に
沿
っ
て
現
地
で

の
建
て
替
え
を
実
施
し
て
い
く
。

先
に
仮
校
舎
を
設
置
後
、
引
越
し

を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
議
会

か
ら
の
指
摘
を
受
け
、
仮
校
舎
に

つ
い
て
は
、
再
度
検
討
が
必
要
と

考
え
学
校
側
と
も
十
分
協
議
を
し

た
上
で
、
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
予
算
面
に
お
い
て
も
、
今
後

リ
ー
ス
料
に
関
し
ど
こ
ま
で
圧
縮

で
き
る
か
、
ま
た
別
の
代
替
案
が

あ
る
か
等
も
含
め
、
教
育
委
員
会

と
学
校
側
で
協
議
を
し
て
、
議
会

に
お
示
し
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。鹿

浦
小
学
校
周
辺
に
お

け
る
地
籍
調
査
完
了
後
の

町
有
地
の
活
用
計
画
に
つ
い
て
問

う
。

（
き
ゅ
ら
ま
ち
課
長
）

現
在
、
地
籍
調
査
が
行
わ

れ
て
お
り
、
今
後
、
境
界

線
確
定
後
に
近
隣
住
民
と
の
意

見
交
換
や
町
有
地
利
活
用
検
討

会
な
ど
を
経
て
、
魅
力
あ
る
観

光
地
事
業
等
、
県
へ
新
た
な
候

補
地
と
し
て
推
薦
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
地
の
施
設
と
し
て
、
公
共
ト

イ
レ
や
展
望
台
を
は
じ
め
、
住

民
の
皆
様
に
も
利
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

義
名
山
公
園
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
７
年
度
以

降
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

（
社
会
教
育
課
長
）

令
和
７
年
度
は
、
公
園
横

に
ト
イ
レ
を
新
設
に
し
、

そ
の
横
に
休
憩
施
設
を
施
工
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
既
設
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数
の
補

助
事
業
で
整
備
し
て
お
り
、
耐
用

年
数
の
関
係
上
、
取
壊
し
が
で
き

な
い
た
め
、
倉
庫
へ
改
修
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
令

和
７
年
度
以
降
の
保
育
料

軽
減
対
策
及
び
取
組
み
に
つ
い
て

問
う
。

（
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
）

３
歳
未
満
の
保
育
料
軽
減

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

度
か
ら
の
実
施
は
財
源
の
確
保

が
厳
し
く
、
令
和
８
年
度
以
降

の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

直
売
所「
百
菜
」及
び
ほ
ー
ら

い
館
運
営
に
つ
い
て

現
在
、
町
内
に
多
く
の
民

泊
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
出

来
て
い
る
が
、食
事
の
提
供
に
関

し
て
の
課
題
が
見
受
け
ら
れ
る
状

況
で
あ
る
。
今
後
の
百
菜
の
取
組

み
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、直
売
所

「
百
菜
」及
び
ほ
ー
ら
い
館
に
つ
い

て
、今
後
も
町
の
運
営
を
考
え
て

い
る
の
か
。ま
た
は
、指
定
管
理
の

公
募
を
行
う
の
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）

食
事
の
提
供
に
関
し
て

は
、
現
在
、
朝
食
の
み

提
供
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
夕
食
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
ス
タ
ッ
フ
確
保
の
観
点
、

ま
た
席
数
、
収
益
性
の
観
点
か

ら
団
体
客
の
食
事
の
提
供
に
つ

い
て
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

今
後
、
予
約
制
等
を
導
入
す
る

な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
状
況

や
配
置
の
時
間
等
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
健
康
増
進
課
長
）

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
社
の
設
立
に
向
け
て
、

事
業
の
活
用
や
直
売
所
「
百

菜
」
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
未
来
創
生
課
・
経
済
課
・
健

康
増
進
課
で
協
議
を
重
ね
て
き

て
お
り
、
地
域
公
社
で
運
営
を

し
て
い
く
方
向
で
計
画
を
進
め

て
い
る
。

（
未
来
創
生
課
長
）

　

地
域
公
社
立
ち
上
げ
に
係
る

費
用
等
に
つ
い
て
は
、
新
設
さ
れ

た
新
し
い
地
方
経
済
生
活
環
境
創

生
交
付
金
を
活
用
す
る
予
定
で
あ

り
、
１
月
末
に
事
業
計
画
を
申
請

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
交
付

金
決
定
後
、
予
算
を
上
程
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

令
和
７
年　
第
１
回
定
例
会

大河　善市 議員

問

問

答

答

問答答 問

問問 答

答
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大
久
保
町
長
の
町
政
全
般
に

お
け
る
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

中
央
要
望
に
つ
い
て

面
縄
港
（
商
港
）
整
備
計

画
に
つ
い
て
令
和
７
年
２
月
17
日

に
、森
山
幹
事
長
、国
土
交
通
省
、

防
衛
省
に
て
要
望
活
動
を
行
っ
た

が
、活
動
の
要
点
を
問
う
。

（
町
長
）島

の
歴
史
と
安
全
保
障
、

南
西
防
衛
を
考
え
た
場

合
に
、
徳
之
島
を
守
る
た
め
に

は
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
あ
り
道

路
が
整
備
さ
れ
た
大
型
船
が
停

泊
す
る
港
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
く

全
議
員
で
要
望
活
動
を
行
っ

た
。

（
未
来
創
生
課
長
）

　

２
月
17
日
に
、
国
土
交
通
省

公
安
局
稲
田
局
長
、
自
由
民
主

党
森
山
幹
事
長
、
防
衛
省
地
方

協
力
局
森
田
次
長
に
対
し
て
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

　

要
点
と
し
て
は
、
官
民
連
携

し
た
要
望
活
動
を
行
う
た
め

に
、
町
議
員
を
は
じ
め
、
１
月

に
設
立
し
た
面
縄
港
整
備
推
進

協
議
会
を
代
表
し
て
３
名
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
今
回
初
め
て
防
衛
省
へ
の

要
望
活
動
を
行
い
、
面
縄
港
を

整
備
す
る
に
当
た
り
、
災
害
時

や
有
事
の
際
に
も
対
応
で
き
る

港
に
す
る
た
め
に
、
非
常
に
有

意
義
な
要
望
活
動
で
あ
っ
た
と

思
う
。

（
建
設
課
長
）

　

今
回
、
総
勢
26
名
で
行
っ
た

要
望
活
動
は
非
常
に
重
要
で
、

貴
重
な
要
望
活
動
で
あ
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。

　

今
後
の
取
組
み
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
実
現
性
の
高
い
プ
ラ
ン

を
練
り
、
整
備
ス
キ
ー
ム
、
計

画
を
整
理
し
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
取
り
組
み
、
必
要
な
作
業

を
進
め
て
い
く
上
で
、
要
望
活

動
を
通
し
、
よ
り
よ
い
条
件
に

お
い
て
、
国
・
県
の
整
備
計
画

に
乗
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

①
青
年
就
農
給
付
金
事
業

の
詳
細
に
つ
い
て
問
う
。

②
当
該
事
業
交
付
対
象
者
の
就
農

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

（
経
済
課
長
）

①
現
在
、
町
で
行
っ
て
い

る
経
営
開
始
資
金
で
交

付
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
支

援
の
拡
充
等
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
補
正
予
算
、
国
の
補

正
予
算
に
お
い
て
、
世
代
交
代

円
滑
化
タ
イ
プ
と
し
て
親
元
就

農
、
ま
た
第
三
者
か
ら
の
譲
渡

等
も
内
容
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

②
平
成
24
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
16
名
の
方
に
給
付
し
て
お

り
、
現
在
５
名
に
対
し
て
継
続

し
て
給
付
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
伊
仙
町
に
お

け
る
給
付
者
数
16
名
の
う
ち
、

２
名
は
現
在
停
止
状
態
に
な
っ

て
い
る
が
、
他
14
名
に
つ
い
て

は
、
経
営
開
始
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
方
も
お
り
、
過
去

に
給
付
を
受
け
た
方
に
関
し
て

は
、
自
立
し
て
営
農
を
始
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
、
政
争
は
全
く

な
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
大

久
保
町
長
の
権
力
行
使
が
政
争
の

具
に
な
っ
て
い
な
い
か
問
う
。

（
町
長
）政

争
の
具
に
な
っ
て
い
な

い
と
確
信
し
て
い
る
。

政
争
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、

新
庁
舎
の
完
成
は
で
き
る

の
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

現
予
算
内
で
執
行
で
き
る

よ
う
に
設
計
事
務
所
と
協

議
を
し
な
が
ら
見
直
し
、
修
正
等

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
４
月
の
県
単
価
が
発
表
さ

れ
た
後
に
積
算
修
正
を
行
う
予
定

と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
４
月

末
に
発
注
、
５
月
中
に
開
札
を
行

い
、
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
上

程
し
、
令
和
７
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

美島　盛秀 議員

問答

問答

問問 答答

議会を傍聴してみませんか
議会の定例会は､年4回（通常3月、6月、9月、12月）開催され、
して必要に応じて臨時会が開催されます。
　ネット配信も行っておりますが、ぜひ、生の議会を傍聴してみませんか。
手続きは簡単で、議会の当日に傍聴席入口の受付表に、住所、氏名を記入していただくだけ
です。なお、次回の定例会（第3回）は、9月9日（火）から予定しております。
　詳しくは、議会事務局までお問合せください。電話番号  ８６－３１５０(直通)
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小
規
模
校
存
続
の
政
策
に
つ

い
て

小
規
模
校
存
続
に
よ
る
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
問
う
。

（
町
長
）小

規
模
校
存
続
に
関
し

て
は
、
二
十
数
年
の
検

証
す
べ
き
時
期
に
き
た
と
考
え

て
い
る
。
単
に
小
規
模
校
だ
け

で
な
く
、
伊
仙
町
全
体
の
８
小

学
校
、
３
中
学
校
を
い
か
に

存
続
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
に
大

変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
た
。
県
下
で
も
、
郡
内
に
お

い
て
も
、
結
果
と
し
て
、
統
合

し
た
自
治
体
は
人
口
減
少
と
い

う
こ
と
が
出
て
く
る
。
そ
の
中

で
、
伊
仙
町
の
取
組
み
は
、
小

規
模
校
区
の
デ
メ
リ
ッ
ト
等
い

ろ
い
ろ
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
小
規
模
校
の
存
続
に
つ

い
て
は
、
国
も
い
ろ
い
ろ
な
補

助
制
度
を
新
設
お
り
、
私
た
ち

が
予
想
し
て
い
た
以
上
の
成
果

が
あ
っ
た
と
思
う
。
時
代
の
中

で
、
地
域
・
集
落
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
、
現
場
に
い
る
私
た

ち
が
決
断
し
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

（
教
委
総
務
課
長
）

　

令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
結
い
結
い
留
学
制
度
、
ま

た
、
特
認
校
制
度
な
ど
を
活
用

し
て
、
小
規
模
校
区
の
児
童
が

減
ら
な
い
よ
う
な
形
で
増
加
維

持
に
努
め
る
よ
う
政
策
を
と
っ

て
い
る
。

　

結
い
結
い
留
学
に
お
い
て
は
、

令
和
６
年
度
は
、
４
家
族
６
名
の

方
々
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
令
和

７
年
度
は
、
新
規
で
３
組
の
親

子
、
ま
た
孫
型
と
い
う
形
で
小
規

模
校
区
へ
の
転
入
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

こ
の
結
い
結
い
留
学
制
度
を
最
大

限
活
用
し
て
小
規
模
校
区
存
続
の

維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。課

題
等
を
踏
ま
え
た
今
後

の
取
組
み
を
問
う
。

（
教
育
長
）

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
少
人
数
で
の

授
業
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

達
へ
目
が
行
き
届
き
子
ど
も
同

士
や
教
師
と
の
関
り
が
濃
く
、

温
か
い
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
や

す
く
、
成
果
と
し
て
学
力
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。
中
学
校
に
お
い
て
は
、
学

習
面
で
県
の
平
均
か
ら
す
る
と

下
回
っ
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ

本
町
の
教
育
課
題
の
一
つ
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
、
学
校

に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど

を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に

向
学
心
を
身
に
付
け
さ
せ
る
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
、
小
規
模
校
に
関

わ
ら
ず
、
通
っ
て
い
る
児
童
ま

た
は
保
護
者
を
対
象
に
満
足
度

調
査
等
の
意
識
確
認
を
行
っ
て

い
く
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て

登
録
前
と
比
較
し
て
変
化

し
た
点
に
つ
い
て
問
う
。

（
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
長
）

成
果
と
し
て
は
、
全
世
界

に
徳
之
島
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
と
と
も
に
、
島
民
の
誇
り

と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ

と
や
、
島
民
の
意
識
改
革
に
よ

り
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な

ど
の
希
少
動
植
物
の
個
体
数
が

増
加
し
、
近
年
で
は
伊
仙
町
犬

田
布
岳
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

カ
メ
ラ
に
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ

ギ
が
毎
年
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
６
年
12
月
に
は
、

世
界
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
が
開

所
し
、
２
月
11
日
に
11
万
人
を

突
破
し
た
。

　

登
録
直
後
に
、
島
外
か
ら
大

量
の
昆
虫
ト
ラ
ッ
プ
が
町
内
に

仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た

事
案
な
ど
が
発
生
し
た
た
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
希
少
動
植
物

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
令
和

５
年
度
か
ら
町
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
環
境
教
育
授
業
を
実

施
し
て
い
る
。

登
録
後
に
顕
在
化
し
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

（
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
長
）

外
来
種
対
策
に
つ
い
て

は
、
奄
振
事
業
を
活
用
し

外
来
駆
除
事
業
、
ま
た
、
令
和

５
年
度
か
ら
発
生
し
て
い
る
侵

略
的
外
来
種
で
あ
る
シ
ロ
ア
ゴ

ガ
エ
ル
に
特
化
し
た
特
定
外
来

背
物
早
期
予
防
計
画
策
定
事
業

な
ど
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

　

猫
対
策
に
つ
い
て
も
、
奄
振

事
業
を
活
用
し
、
世
界
自
然
遺

産
地
域
の
野
猫
対
策
、
ま
た
、

人
里
の
野
猫
対
策
と
し
て
Ｔ
Ｎ

Ｒ
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

福留　達也 議員

問答

問

答

問

問

答

答

特定外来生物「シロアゴガエル」
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ム
ィ
ヤ
キ
陶
器
窯
等
を
は
じ
め

と
し
た
伊
仙
町
の
歴
史
文
化
的

資
源
を
活
用
し
た
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
盛
り
込
む
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ム
ィ
ヤ
キ

に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
化
、
情
報
発
信
の
強
化
に

つ
い
て
商
工
会
な
ど
と
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

　

今
後
、
学
術
調
査
な
ど
に

よ
っ
て
新
た
な
発
見
も
十
分
見

込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
結
果
を

基
に
、
カ
ム
ィ
ヤ
キ
に
特
化
し

た
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
も
順
次

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
歴
史

や
文
化
と
い
っ
た
専
門
的
な
知

識
を
有
す
る
人
材
の
育
成
や
、

遺
跡
に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
の

磨
き
上
げ
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
社
会
教
育
課
と
連
携
を
進

め
て
い
く
。

ほ
ー
ら
い
館
周
辺
道
路
の
現

状
に
つ
い
て

ほ
ー
ら
い
館
入
口
広
場
へ

の
停
止
線
や
横
断
歩
道
が

設
置
さ
れ
な
い
か
問
う
。

（
建
設
課
長
）

現
在
、
公
安
委
員
会
に
お

い
て
、
停
止
線
を
設
置
で

き
な
い
箇
所
に
交
通
規
制
力
の

な
い
ド
ッ
ト
停
止
線
を
注
意
喚

起
と
し
て
公
安
委
員
会
認
証
の

下
、
設
置
し
て
い
る
。
ほ
ー
ら

い
館
周
辺
道
路
に
お
い
て
、
中

央
線
や
外
側
線
が
薄
く
な
っ
て

き
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

修
繕
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ａ
コ
ー
プ
伊
仙
店
駐
車
場

と
町
道
と
の
境
界
線
や
歩

道
線
、優
先
道
路
の
標
識
が
設
置

さ
れ
な
い
か
問
う
。

（
建
設
課
長
）

Ａ
コ
ー
プ
伊
仙
店
駐
車
場

と
町
道
と
の
境
界
が
分

か
り
ず
ら
い
状
況
な
の
で
、
外

側
線
と
し
て
ド
ッ
ト
線
を
検
討

し
て
い
る
。
歩
道
線
に
つ
い
て

は
、
狭
い
道
な
の
で
、
片
側
を

歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る

幅
を
確
保
し
て
い
る
。

国
指
定
史
跡
の
カ
ム
ィ
ヤ
キ

窯
跡
等
に
つ
い
て

カ
ム
ィ
ヤ
キ
窯
に
つ
い
て
、

子
ど
も
達
が
地
元
を
知
る

活
動
の
中
で
ど
の
よ
う
な
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

（
社
会
教
育
課
長
）

カ
ム
ィ
ヤ
キ
窯
が
点
在

す
る
森
は
、
ほ
と
ん
ど

が
国
有
林
と
な
っ
て
お
り
、

伊
仙
町
は
林
野
庁
と
「
遊
々
の

森
」
協
定
を
結
び
、
入
林
事
務

の
簡
素
化
と
遊
歩
道
整
備
等
を

行
い
、
窯
跡
の
利
用
と
森
林
の

保
護
活
用
を
し
、
生
涯
学
習
で

は
、
「
徳
之
島
の
い
ろ
は
」
や

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
教
育
面
で
は
、

窯
焼
き
に
つ
い
て
の
座
学
の
講

座
や
実
際
の
遺
物
を
見
る
、
触

る
、
破
片
を
組
み
立
て
る
な
ど

の
体
験
活
動
な
ど
も
取
り
入
れ

て
い
る
。

　

カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
森
は
、
歴
史

的
環
境
の
み
な
ら
ず
自
然
環
境

も
豊
か
で
、
そ
れ
ら
の
相
互
作

用
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
地
域
で

も
あ
る
の
で
、
今
後
も
様
々
な

活
用
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

伊
仙
町
に
は
多
く
の
遺
跡

が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

観
光
・
教
育
・
生
涯
学
習
の
面
で

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
問
う
。

（
町
長
）南

西
諸
島
全
体
に
11
世
紀

か
ら
14
世
紀
に
か
け
て
、

カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
広
大
な
交
易
を

お
こ
な
っ
て
い
た
先
人
た
ち
の

行
動
は
、
我
々
が
誇
り
に
す
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
伊
仙
町
の
誇
る
べ
き
カ

ム
ィ
ヤ
キ
は
、
琉
球
王
朝
と
い

う
の
が
、
形
も
何
も
な
い
時
代

に
韓
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
数
少

な
い
方
々
が
、
カ
ム
ィ
ヤ
キ
と

い
う
場
所
を
見
つ
け
て
大
量
に

生
産
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
戦

後
、
西
日
本
に
お
け
る
最
大
の

発
見
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
伊
仙
町
が
一
体
と

な
っ
て
歴
史
的
価
値
の
ア
ピ
ー

ル
を
し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な

目
標
と
し
た
い
。

（
き
ゅ
ら
ま
ち
課
長
）

　

令
和
８
年
度
に
策
定
予
定
の

伊
仙
町
観
光
基
本
計
画
に
も
カ

井上　和代 議員

問問 答

問 答答

問答

徳之島のいろは　土器づくりイベントのようす
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令和７年第１回伊仙町議会定例会において

　去る３月13日の本会議において、当初予算審査特別委員会が設置され、「令和７年度伊仙町一般会
計他５特別会計予算」が当委員会に付託されました。３月14日から19日までの４日間、本特別委員会
において慎重に審議致しました。
　その中で、３月14日に、委員並びに議長を含む14名で、令和７年度当初予算に係る主な箇所につい
て現地調査を行い、町長をはじめ、担当課長及び担当職員から詳細な説明を受け、現地調査を行いまし
たので、主な項目について報告いたします。

〇給食センターについて、昭和41年より供用開始され今年で59年目を迎える
同施設は、早急な建替えが必要となっており、現在の計画では隣地の町有地
と私有地を購入し現地建替えで計画が進められていた。新たな施設では、衛
生面に配慮された機器の導入をはじめ、災害時に備えた発電機や食材備蓄庫
の整備、調理の様子が見学できるスペースが設けられているとの説明であっ
た。新設にあたって給食センターが町民全体に幅広く利用されるよう、学校
給食のみならず福祉施設や保育所などへも提供できる体制がとれないか検討すること。また、現在給食
運搬に利用されている県道までの道路が狭いことから、並行して道路の整備計画も検討すること。台風
時など定期船が欠航となった場合に備えた備蓄冷蔵庫の設置も検討されるよう要望した。

〇鹿浦小学校建築については、地元関係者を中心にワークショップを開催し
現地建替えとして基本計画が策定され、令和７年度から令和８年度にかけて
建築が進められる予定としているが、補正予算審議や特別委員会において、
仮設校舎に係る経費の問題や現地建替えとした場合の体育館の問題など多く
の指摘事項が出された。補助事業といえど貴重な自主財源も伴うことから、
事業全体の予算について再度精査する必要性が感じられたため、地元集落民を含め再検討されるよう要
望した。

〇世界遺産センターについて、昨年12月徳之島町花徳にオープンした同施
設は環境省によって建設され、徳之島３カ町から各１名ずつの出向職員と２
名の嘱託職員によって管理運営がなされている。施設内では、約150種のは
く製やレプリカを配置して島の森が再現されたジオラマ。タッチパネルを使
って動植物の詳しい解説や映像を拡大して細部まで見ることができるスペー
ス。大きなガラス張りで世界自然遺産エリアである三方通岳を見渡しながらくつろぐスペースが設けら
れ、島の新たな観光拠点として期待されているが、来館者への対応として音声ガイダンスでの案内やＱ
Ｒコードを活用した説明等も取り入れることで利便性向上につながるのではないかと感じられた。

〇歴史民俗資料館について、本町では国指定史跡である徳之島カムィヤキ陶器窯跡及び面縄貝塚をはじ
め多く歴史的価値のある遺跡が発見されているが、学習教材として
の取入れやイベント等を通じ町内外への更なる認知度向上に努め、
「史跡のまち」や「カムィヤキのまち」として新たな観光資源に繋
げられるよう取り組まれるよう要望した。

(一部抜粋※委員長報告につきましては、町ホームページ「各種委員会」をご確認下さい)

令和７年度伊仙町一般会計予算他５特別会計予算
審査特別委員会について

町議会HP
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歳入•歳出それぞれ74億405万円に決定～

●各種教科検定料補助金
　【教育委員会】　

●令和7年度伊仙町保育士等修学資金貸与
　【子育て支援課】

●ばれいしょ農薬散布委託助成事業補助金
　【経済課】

●合併浄化槽設置補助金
　【きゅらまち観光課】

 詳しくは、各課担当へお問い合わせください！

●伊仙町環境教育推進事業
　【きゅらまち観光課】

227万4千円

72万円

225万円

3千698万円8千円

330万円

　町内の小中学校生徒を対象に、教科毎(漢字検定・数
学検定・英語検定)検定料を全額補助します。
※英語検定については、伊仙町役場にて行います。

　保育士等養成施設に在学する者で、将来本町におい
て保育士等として業務に従事しようとする方に対し修
学資金を貸与します。

　ばれいしょのドローンによる農薬散布に係る費用を
助成します。

　単独浄化槽やくみ取り便槽から、合併浄化槽への
転換を促進します。

　令和７年度より全小中学校を対象とした環境教育を
実施します。
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会計当初予算
令和７年度一般 ～歳入•歳出予算の総額は､

●伊仙町指定難病旅費助成
　【地域福祉課】

●住宅改修費用補助金
　【未来創生課】

●伊仙町不妊治療旅費支援事業補助金
　【子育て支援課】

●がんばる集落支援事業補助金
　【総務課】

67万4千円

200万円

204万1千円

150万円

　伊仙町在住の指定難病患者の方が、島外の医療
機関に入院又は通院する際にかかる旅費を助成し
ます。

　町内にある空家等を改修し、移住者の居住を
支援します。

　特定不妊治療の指定医療機関の無い離島地域の経済的
負担を軽減します。
※交通費及び宿泊費の一部を助成します。
※医療費については、徳之島保健所が申請窓口となりま
す。

　人口減少や高齢化の進展に伴って、集落の活力が
低下していることを鑑み、集落自らが行う取組みに
対して、補助金を交付します。
※集落区長を通して申請受付します。
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全国町村議会議長会永年勤続者(功労者)表彰

第10回“とくの島”観光・物産フェアin東京が開催されました

　令和７年第１回定例会において、令和６年度全国町村議会議長会永年勤続者(自治功労者)表
彰者の伝達式が執り行われました。15年以上在職し功労のあった議員として、この度、前徹
志議長(阿三)・永田誠副議長(喜念)・福留達也議員(伊仙)の３名が表彰されました。
　今後も伊仙町議会の一員として、更なる活躍をご期待します。

　２/16(日)東京代々木公園野外ステージ及びイベント広場において、第10回“とくの島”観
光・物産フェアが開催されました。10回目の節目の年ということもあり、全議員で参加して
参りました。会場には、約２万人の来場者で賑わい、伊仙町ブースにおいては、徳之島コーヒ
ーをはじめ、百菜より黒糖・サタ豆・島バナナ等の販売を行い、故郷の懐かしい味を求め購入
される方々のい姿が多く見られました。
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　この度、面縄港施設整備の実現に向け、各関係省庁へ官民一体となり要望活動を実施いたし
ました。
　国土交通省では、稲田公安局長より、まずは、実現性の高いプランを練り整備スキームや費
用を明確化、環境アセスメントへの取り組みについて助言をいただきました。
　続いて、自民党本部を訪問し、森山幹事長より、安全保障の港湾整備をしていく上で、平土
野港、亀徳港に海上保安庁、自衛隊が拠点することは難しい一方、歴史的背景がある面縄港
は、地理的・海洋的にも有利なことから、今後、町・県・国交省・防衛省などの関係省庁と調
整し作業を詰めていくとの前向きなお言葉をいただきました。
　最後に、防衛省において、地方協力局森田次長より、今後、新たな特定利用港湾として各関
係省庁と連携し政府内で検討を進めていく旨のご説明をいただきました。
　南西防衛が重要視されている中で、面縄港施設整備の実現は、地域の安全保障や防災体制の
強化にも寄与する重要な課題であり、伊仙町議会としても引き続き、実現に向け粘り強く要望
活動を続けてまいりたいと思います。

日　時：令和７年２月17日(月)10時00より
場　所：国土交通省、自民党本部、防衛省
参加者：大久保 明町長、寿はじめ県議会議員、面縄港整備推進協議会(代表３名)、
　　　　伊仙町議会議員14名、議会事務局２名、役場関係課５名　　計26名
概　要：面縄港(商港)の機能拡大に資する施設整備について

中央要望活動を実施しました

国土交通省　稲田公安局長へ要望書を提出 自民党　森山幹事長との面会のようす

防衛省　森田次長へ要望書を提出
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議会の動き議会の動き 令和７年第１回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
　　動静期間：令和６年第４回定例会（12月13日）以降の分　

月 日 行　事　名 場　所

２月

2日 奄美駐屯地・瀬戸内分屯地開設６周
年記念式典 奄美市

4日 議会全員協議会 委員会室

11日 徳之島コーヒー収穫祭 町　内

12日 徳之島三カ町議会議員大会 鹿児島市

13日 令和７年第１回臨時会 議事堂

16日 第10回とくのしま観光・物産フェア 東京都

17日 中央要望活動 東京都

21日 第76回定期総会 鹿児島市

27日 徳之島ポイントカードシステム普及に
よる経済活性化事業説明会 大会議室

28日 各種協議会 奄美市

３月
7日 議会運営委員会 委員会室

10日 議会全員協議会 委員会室

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

月 日 行　事　名 場　所

12月
18日 徳之島３カ町議会議員連絡協議会第

２回役員会 天城町

24日 徳之島世界遺産センター 徳之島町

１月

2日 令和７年　二十歳のつどい ほーらい館

4日 伊仙町消防出初式 伊仙中学校

14日 徳之島建設業協会新年会 伊仙町内

15日 議会全員協議会 委員会室

20日 正副議長研修会 奄美市

22日 第１回面縄港整備推進協議会 大会議室

23日 第4回徳之島地域公共交通活性化協
議会 中央公民館

28日 議員研修会 鹿児島市

30日 奄美・やんばる広域圏交流推進協議
会総会 名護市

２月 1日 赤土新ばれいしょ「春一番」出発式 総合体育館
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«追加方法»　
　下記のいずれかの方法で登録することがで
きます。
　①LINEでQRコードを読み取り登録
　②LINEでID検索【@280fbxqo】して登録

お友達登録お願いします！
最新情報を、いち早くお届け！

公式LINE開設しました

最新情報、イベント・講演会のお知らせ、
祝日営業のご案内　などなど

楽しい＆役立つ情報がもりだくさん！
ぜひ、この機会に「お友達登録」お願いします！

▲登録はこちらから ご登録お待ち

しております！

徳之島交流ひろば「ほーらい館」よりお知らせです。


